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1. はじめに 

日本の理系女性人材の少なさは大きな政策課題で

あり女子生徒向けの理系進学支援活動が展開されて

いる．しかしそれにも関わらず，日本では理系全体

の女子学生率が世界と比較して低く，特に数学，物

理などの女子学生率が非常に低い（学部女性率全国

平均 20%,17%など）．改善のためには，エビデンス

を探る必要がある． 

 

2. プロジェクトの目標とリサーチ・クエスチョン 

独自のリサーチ・クエスチョンは，社会の性役割

分担意識がどのように数学や物理など一般に難しい

とイメージされる分野の男性イメージに関わるかを

明らかにすることである．目標は明らかにしたエビ

デンスをもって，政策への寄与，アウトリーチの改

善を提案することである． 

 

3. 仮説と分析手法/アプローチ 

 主にインターネット調査を通じた perception 研

究を行った．教育心理学分野のモデルを元に，性役

割分担意識や頭のよい女性への負の感情が，数学物

理学の男性イメージに寄与しているのではと考え

た． 

 

4. 分析の結果 

 ここでは全体像に影響する成果をピックアップし

て紹介する． 

 

4-1. 物理と数学のステレオタイプイメージ 

アメリカの調査において，STEM の中でも特に数

学や物理学で「天賦の才能」のイメージが強いこと，

さらには「天賦の才能」のイメージが強い分野ほど女

性の博士号取得者の割合が低いという関係が報告さ

れている（Leslie et al., 2015）．しかし，「天賦の才

能」が具体的にどのような能力から構成されるかに

ついては明らかではない． 

そこで，多重知能理論と二重過程理論にもとづき，

STEM に必要とされる能力を 7 つ（論理的思考力・
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計算能力・記憶能力・豊富な知識量・物事を迅速に判

断する能力・物事を深く考える能力・社会のニーズを

とらえる能力）に整理した．そして，これらの能力に

男性向きあるいは女性向きというイメージがあるか，

STEM の各分野でどの程度求められるイメージがあ

るかを日本とイングランドで調査した． 

インターネット調査会社を通じて，20歳から 69歳

の男女（日本 1177 名，イングランド 1082 名）を対

象に，STEM の 6 つの分野（物理学・数学・生物学・

情報理工学・機械工学・化学）に必要と考えられる 7

つの能力に対するジェンダーイメージの程度，およ

びこれらの能力が各分野でどの程度求められるイメ

ージがあるかを聞いた． 

 その結果，日本でもイングランドでも「論理的思考

力」と「計算能力」に対しては男性的イメージが強く

あることが分かった．一方，「社会のニーズをとらえ

る能力」に対しては女性的イメージが強くあること

が分かった（図 1）． 

分野別にみると，物理学と数学に進学する人に対

しては日本でもイングランドでも「計算能力」や「論

理的思考力」が優秀というイメージが強くあった（図

2）．情報理工学に進学する人に対しては，日本でも

イングランドでも「論理的思考力」が優秀というイメ

ージが強くあった． 

機械工学と化学，生物学については，日本とイング

ランドでやや異なる傾向があった．機械工学に進学

する人に対しては，日本では「計算能力」，イギリス

では「論理的思考力」が優秀というイメージが強くあ

った．化学に進学する人に対しては「論理的思考力」

が優秀というイメージが強いことは日本もイングラ

ンドも共通だったが，次に続く 2 番目，3 番目の能力

は日本が「豊富な知識量」，「物事を深く考える能力」

だったのに対してイギリスは「計算能力」，「記憶能力」

だった．生物学に進学する人に対しては「豊富な知識

量」が優秀というイメージが強いことは日本もイン

グランドも共通だったが，日本では「社会のニーズを

とらえる能力」，イギリスでは「物事を迅速に判断す

る能力」が最下位に位置したという違いがあった． 

調査を行った 7 つの能力のうち，物理学や数学で

は日本，イングランドともに上位 2 つの能力は「計

算能力」と「論理的思考力」だった．物理学や数学に

ある天賦の才能のイメージの具体的な能力として，

この 2 つを上げることができるかもしれない．能力

に対するジェンダーイメージに加え，各分野で求め

られる能力のイメージについても日本とイギリスで

似た傾向が多くあったことから，これらのイメージ

が日本とイギリスという国の違いを越えた強固なイ

メージであることが分かった（一方井 他 投稿中）． 

次に，科学の 6 つの分野（物理学・化学・機械工

学・情報科学・数学・生物）に対して日本人が持つ代

表的なイメージと，各分野のジェンダーイメージ（男

性的あるいは女性的）を調べた． 

まず，20 歳から 69 歳までの男女 210 名（男性 105

名，女性 105 名）を対象にオンライン調査を実施し，

各分野について連想する言葉を各 3 つ書くよう指示

した．その後，独立した 4 名の評価者の分析によっ

て各分野を代表する 15-20 個のキーワードを抽出し

た．物理学では「ガリレオ」や「アインシュタイン」

といった物理学者の名前が，機械工学では「油まみれ」

や「溶接」といったキーワードが抽出された（表 1）． 

次に，20 歳から 69 歳までの男女 791 名（男性 397

名，女性 394 名）を対象にオンライン調査を実施し，

各分野に対するジェンダー度と，各分野で抽出され

たキーワードのジェンダー度を「とても女性的（= 1）」

から「とても男性的（= 5）」まで 5 段階で尋ねた．ま

た，このときに心理学分野で開発された 15 問の質問

群からなる「平等主義的性役割態度スケール短縮版

（SESRA-S）」を用いて回答者の平等主義的態度も

測定した． 

分析の結果，6 つの分野のうち最も男性的イメージ

が強い分野は機械工学，最も男性的イメージが弱い

分野は生物学であることが分かった．ただし，生物学

のジェンダー度は「どちらともいえない（= 3）」より

高い（3.13 ± 0.76）ことから，どちらかというと男性

的イメージのほうが強いことが分かった（図 3）． 

また，順序ロジスティック回帰分析を行った結果，

物理学・化学・生物学のジェンダー度と回答者の平等

主義的性役割態度との間に有意水準 5%で統計的に

有意な差があった．機械工学・数学・情報科学・科学・

生物学のジェンダー度と回答者の性別との間にも有

意な差があった．これらの結果は，平等主義的態度が

低い人は高い人に比べて，また女性は男性に比べて，
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これらの分野に対してより男性的なイメージを持つ

ことを示す． 

各分野のジェンダー度とそれぞれのキーワードの

関係についても調べた．例えば，機械工学では 14 の

キーワードのうち「溶接」「機械をつくる」「工具」「機

械設計」に対して男性的イメージを強く持つ回答者

ほど，機械工学という分野に対しても男性的イメー

ジを強く持つことが分かった．同様に，物理学では 15

のキーワードのうち「アインシュタイン」「電磁場」

「相対性理論」「熱力学」「原理」「理論」に対して男

性的イメージを強く持つ回答者ほど，物理学に対し

ても男性的イメージを強く持つことが分かった． 

これらの結果は，日本において，科学の各分野に対

する男性的イメージが強いこと，こうした男性的イ

メージの形成に個人の平等主義的態度が関係する可

能性を示すものである（Ikkatai et al., 2020a）． 

 

4-2. 女子は看護学？男子は機械工学？ 

女性の STEM 進学について「STEM は男性に向い

ている」といったジェンダーイメージが障壁となる

可能性がある．しかし，このようなイメージに関する

日本の調査は行われてこなかった． 

そこで，STEM を含む複数の分野に対する日本の

ジェンダーイメージをインターネット調査によって

調べた．20 歳から 69 歳の男女 1086 名（男性 541

名，女性 545 名）を対象に，STEM を含む 18 分野

（数学・化学・物理・機械工学・情報科学・生物・農

学・地学・医学・歯学・薬学・看護学・法学・経済学・

社会科学・人文学・音楽・美術）に対するジェンダー

イメージを，（a）男性・女性に向く「性別適正」，（b）

男性・女性の就職に向く「就職適正」，（c）男性・女

性の結婚に有利になる「結婚適正」の 3 つの観点で

調査した．また，「平等主義的性役割態度スケール短

縮版（SESRA-S）」を用いて回答者の平等主義的態度

も測定した． 

その結果，（a）性別適正については，女性に向くと

いう回答が最も多かった分野は看護学，女性に向く

という回答が最も少なかった分野は機械工学だった．

一方で，男性に向くという回答が多かった分野は機

械工学だった．STEM 全般で，女性よりも男性に向

くという回答が多かった（図 4）．（b）就職適正につ

いては，女性に向くという回答が最も多かった分野

は看護学，男性に向くという回答が最も多かった分

野は医学だった．（c）結婚適正については，女性に向

くと言回答が最も多かった分野は音楽，男性に向く

という回答が最も多かった分野は医学だった． 

さらに，フィッシャーの正確確率検定によって，平

等主義的態度のレベル（高・中・低）と性別適正の回

答（向いている・どちらでもない・向いていない）と

の関係を分析した結果，平等主義的態度が低い回答

者ほど，看護学は女性向き（図 5），機械工学は男性

向きと回答する傾向があった． 

これらの結果は，日本には分野に対するジェンダ

ーイメージが強くあること，またこのようなステレ

オタイプなイメージが，特に物理や数学，機械工学な

ど「男性向き」というイメージが強い分野への女子の

進学障壁になる可能性を示している（Ikkatai et al., 

2020b）．  

 

4-3. 理系一般女性は中学で物理嫌いになる 

日本の多くの大学では，物理学を専攻するには大

学受験の試験科目で物理を選択する必要がある．し

たがって，物理学を学ぶ女性が増えるためには，大学

受験で物理を選択する女性が増えることが必要と考

えられる．そこで，大学受験で物理を選択する背景に

はどのような要因が関係しているのかを理系大卒男

女を対象としたインターネット調査によって調べた．

また，物理学者を対象に調査を行い，物理学者と理系

大卒男女との違いについても調べた． 

 理系大卒男女についてはインターネット調査会社

を通じて 20 歳から 69 歳の 1101 名（男性 554 名，

女性 547 名）から回答を得た．物理学者については

日本物理学会を通じてインターネットでの調査を行

い，同学会に所属する研究者 495 名（男性 423 名，

女性 71 名，その他 1 名）から回答を得た． 

 二項ロジスティック回帰分析を用いて分析を行っ

た．その結果，大学受験で物理を選択した理系大卒男

性と理系大卒女性でともに中学生時または高校 1 年

生時に物理が好きだったと回答する傾向があった

（図 6）．また中学生時または高校 1 年生時に生物が

好きだったと回答した理系大卒女性については，大

学受験時に物理を選択しない傾向があった． 
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 多項ロジスティック回帰分析を用いて，中学時に

物理が好きだったと回答した大卒理系男女は幼少時

にどのような活動が好きだったかを調べた．その結

果，理系大卒男性は小学生時に「屋外で遊ぶことが好

きだった」と回答する傾向があった．一方，理系大卒

女性は，例えば，小学校時には「小説や歴史の本を読

むのが好きだった」「難しい算数・数学の問題を解く

のが好きだった」「博物館や科学館，プラネタリウム

にいくことが好きだった」，中学生時には「物理や算

数を学ぶことは将来，社会に出たときに役に立つと

思っていた」と回答する傾向があった． 

 物理学者と理系大卒男女の大きな違いとして，物

理学者は男女ともに小学校・中学校・高校の頃に物理

が好きだったと回答する割合が高かったのに対し，

特に理系大卒女性は中学生の頃に物理が好きだった

と回答する割合が大きく減った． 

さらに，物理学者は理系大卒男女と比べて性役割

平等主義的態度が高いという傾向があった．また，特

に女性の物理学者では理系大卒男女に比べて「女性

は男性に比べて数学的能力が低い」という数学ステ

レオタイプが弱いという傾向があった． 

これらの結果は，中学生の頃に物理を嫌いになる

女性を減らすことや，男女ともに幼少時に様々な経

験をすることが将来の物理選択につながる可能性を

示すものである（Ikkatai et al., in review）．  

 

4-4. 固定的性別役割分担意識が進路と関係する 

20 世紀後半から，先進国における女性の大学進学

率は著しく上昇し，現在では多くの国で男性よりも

高い（Goldin et al., 2006; OECD, 2015）．しかし，

専攻分野をみると，数学，物理学，地球科学，工学，

コンピューターサイエンス，経済学など, 数学を多用

する分野を専攻する女性は, 男性よりも圧倒的に少

ない (Ceci et al., 2014; OECD, 2015; Kahn and 

Ginther, 2018). 日本も例外ではなく，文部科学省

『学校基本調査』の結果によると，1981 年以降の大

学(学部)に入学した女子における所属学部の割合は，

理学，工学，農学は長らく 5%以下で低迷している． 

専攻分野選択に男女差がある背景には，本人の学

力だけでなく，主観的な認識や，親，教員，学校，友

人など，本人を取り巻く環境が関係していることが

多数報告されており，ジェンダーステレオタイプも

その要因の一つとして着目されているが，日本にお

ける報告は蓄積が少ない．そこで本研究では，日本の

高校生のジェンダーステレオタイプと理系への進路

希望がどのような関係にあるのかを調べた． 

2012 年に実施された 2012 年高校生と母親調査研

究会が実施した「高校生と母親調査」のデータを用い

て分析したところ，「男は外で働き，女は家庭を守る

べきである」という固定的性別役割分業に関するジ

ェンダーステレオタイプを肯定した女子生徒に比べ

て，肯定も否定もしなかった女子生徒および否定し

た女子生徒は，理系を希望する確率が高く，統計的に

意味のある差が確認された．一方で，「男性の方が数

学や専門的な技術を使う能力が高い」という能力に

関するジェンダーステレオタイプは，男女ともに，理

系への進路希望とは統計的に意味のある関係は確認

されなかった．また，理系科目の成績，親の学歴や世

帯年収といった家庭環境も，理系への進路希望と統

計的に意味のある関係を持っていることが確認され

た． 

 

4-5. 親は本人の希望なら基本的には賛成 

男女のジェンダーギャップ指数の低い日本におい

て，保護者の男女平等度や性役割態度が女子生徒の

進路選択に影響する可能性に注目して研究を行った． 

インターネット調査会社を通じて，大卒以上の娘

および息子（年齢は問わない）を持つ保護者 1236 名

（母親 618 名，父親 618 名）を対象に，保護者の男

女平等度や性役割態度を，15問の質問群からなる「平

等主義的性役割態度スケール短縮版（SESRA-S）」を

用いて測定した．また同時に，一般的に女子生徒が理

系・文系の専門分野に進学することを志望した場合

に，どの程度賛成するか，また賛成・反対の理由につ

いても調査を行った． 

順序ロジスティック回帰分析の結果，SESRA-S の

スコアが高い（男女平等で性役割態度の弱い）保護者

ほど，理系・文系のどの分野であっても女子生徒が大

学で学ぶことに肯定的である一方，スコアの低い（男

女不平等で性役割態度の強い）保護者ほど，どの分野

であっても女子生徒が大学で学ぶことに否定的であ

ることを明らかにした． 
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また，どの分野でも，調査対象にした保護者全体の

40%以上は，女子生徒が志望すれば進学に「すごく賛

成する」「どちらかといえば賛成する」と回答し，そ

の理由については，理系全般では「就職に困らないか

ら」，文系全般では「女性に向いているから」を選び

ました．保護者から女子生徒の理系進学先として最

も賛成を得た分野は薬学だった（図 7）． 

さらに，賛成と比較して少数ではあるが，理系進学

を反対した保護者の選んだ理由を調べると，工学系

全般では「女性には向いていないから」，獣医学・畜

産学・看護学では「重労働だから」，薬学・医学・歯

学・では「学費が高いから」が選ばれた．情報科学・

生物学・数学・物理学では，賛成する保護者が「就職

に困らないから」と答えたのに対して，反対をした少

数の保護者は「就職があるか分からないから」を選ん

だ（Ikkatai et al., 2019）．  

また，同じデータを用いて，親の数学のジェンダー

ステレオタイプと娘の自然科学専攻との関係を調べ

たところ，「女性は男性に比べて数学的能力が低い」

という意見について，そう思わない（「あまりそう思

わない」または「ぜんぜんそう思わない」）と回答し

た母親の娘は，そう思う（「まったくその通りだと思

う」と「まあそう思う」）と回答したと母親の娘より

も，自然科学分野（理学・工学・農学・保健)を専攻

している確率が高いことがわかった．一方で，同様の

傾向は父親と娘の関係ではみられなかった．これら

の結果から，母親の数学のジェンダーステレオ観が

娘に伝播し，娘の専攻分野選択に関係している可能

性が示唆された． 

 

4-6. 教師は男子生徒に生物よりも物理を勧める 

日本の大学における物理学科への女子進学率は，

国際的に見ても非常に低い水準にある．さかのぼる

と，高校での理科科目選択（物理・化学・生物・地学）

の時点で，物理を選択する女子率が非常に低い一方

で，女子生徒の多くは生物を選択するという，ジェン

ダーのアンバランスがあることが分かっている．本

研究では，このアンバランスの外的要因の一つとし

て，高校教員の影響に注目した． 

インターネット調査会社を通じて，316 名の高校

教師（男性 257 名，女性 59 名）を対象にオンライン

実験を行った．物理と生物との選択に悩む高校生に

対して高校教師がアドバスする場面を記述した 7 つ

のシナリオを読んでもらい，シナリオに登場する高

校教師のアドバイスにどの程度賛成するかを尋ねた． 

各シナリオについて，高校生の名前が女性名のも

の，男性名のもの，アルファベットのものを用意した

（表 2）．実験群は 3 群だった．高校生の名前に女性

名と男性名の両方が含まれるシナリオを読む2群と，

高校生の名前が全てアルファベットの記号になって

いるシナリオを読む 1 群である．実験参加者はいず

れかの群に割り当てられたシナリオごとに，高校教

師のアドバイスに賛成する程度と高校生の性別の関

係について順序ロジスティック回帰分析を用いて調

べた．その結果，シナリオ F（生徒は生物と物理のど

ちらも選択できる状況で迷っており，高校教師は受

験できる学部学科の選択肢が多くなるという理由で

物理を勧めるというシナリオ）で統計的に有意な差

が見られた．実験参加者は，高校生が男性名であると

きに生物よりも物理を強く勧める傾向があった． 

また，シナリオ F では，高校教師のアドバイスに

賛成する理由として「物理の方が，受験可能な学部・

学科が多いと思うから」が多く選ばれた．このことか

ら，物理の選択肢の広さが意識されたときに，実験参

加者は男子生徒にのみ物理を勧める傾向があること

が分かった． 

一方，その他のシナリオでは生徒の性別による違

いは見られなかった．全体的な傾向として生徒が物

理または生物履修の希望を持っている時には，生徒

の性別に関わらず，生徒の希望を応援することも分

かった． 

これらの結果は，高校教師は基本的にはジェンダ

ー平等的な姿勢を持つものの，将来の選択肢の広さ

と男子を強く結びつけるジェンダーバイアスがまだ

残っている可能性を示している（Minamizaki et al., 

in review）． 

 

4-7. 男女平等観が理工系進学の意欲に関係する 

日本において，「STEM（科学・技術・工学・数学）

は女性よりも男性に向いている」，「女子は男子より

も数学ができない」などのステレオタイプな考え方

が女子の STEM進学の障壁となっている可能性があ
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る．そこで本研究では，STEM は男女ともに就職情

報が良いこと，男女平等社会実現に向けた動きがあ

ること，数学能力には男女差がないこと，といった平

等主義的な情報を提供することで，子どもの STEM

進学意欲および保護者のSTEM進学支援意欲に変化

が見られるかを調べた． 

インターネット調査会社を通じて，中学 1 年生の

子ども（男子 544 名，女子 545 名）とその保護者 1089

名（男性 534 名，女性 555 名）を対象にオンライン

実験を行った．実験参加者の子どもと保護者に特定

の情報を読んでもらい，その前後で同じ質問に回答

してもらった．情報提供前後の回答の変化を比較す

ることで，情報提供の効果を調べた． 

用意した情報は 4 種類（（a）STEM の就職に関す

る情報，（b）平等主義社会に関する情報，（c）数学能

力に男女差はないという情報，（d）無関係情報）であ

る．これらの情報を 4 種類の組み合わせ（（a）のみ，

（a）と（b），（a）と（c），（d）のみ）のいずれかで

実験参加者に提供した．これまでの女子の理工系進

学支援のイベント等では（a）STEM の就職に関する

情報が提供される機会が多いことを予想し，（a）

STEM の就職に関する情報を基本として（b）または

（c）の情報を併せて提供するという方法をとった． 

順序ロジスティック回帰分析を用いて分析を行っ

た．その結果，（a）STEM の就職に関する情報と（b）

平等主義社会に関する情報を一緒に与えられた子ど

もと，（a）STEM の就職に関する情報と（c）数学能

力に男女差はないという情報を一緒に与えられた子

どもでは，STEM への進学意欲に向上が見られた．

（a）STEM の就職に関する情報だけを与えられた子

供では，STEM への進学意欲に変化はなかった．ま

た，（a）STEM の就職に関する情報と（c）数学能力

に男女差はないという情報を一緒に与えられた保護

者についても，子どもの STEM 進学支援意欲に向上

が見られた． 

さらに，提供した情報の内容を正しく理解した実

験参加者のみを対象として順序ロジスティック回帰

分析を行った結果，これらの効果は情報の内容を正

しく理解した回答者で強いことが分かった． 

これらの結果は，子どもと保護者の STEM 進学に

関する短期的な意欲向上について情報提供が有効で

あること，特に就職情報と併せて平等主義的な情報

を提供することが有効である可能性を示すものであ

る（Ikkatai et al., in review）． 

 

4-8. 性別についての社会風土が数物のイメージを

作る 

 Cheryan et al.（2017）はアメリカにおいてコンピ

ューターサイエンス・工学・物理学を学ぶ女性が少な

いことを 3 つの要因（Masculine culture of the fields, 

insufficient early experience, gender gaps in self-

efficacy）で説明するモデルを提唱した．本研究では，

Cheryan らのモデルをもとに 4 つ目の要因として社

会風土を加え，日本で数学と物理学に男性的イメー

ジがあることを説明する新たなモデルを提案した

（図 8）．要因 1 から要因 4 まで，各要因に含まれる

要素に対応する質問項目を用意し，各要素に対する

回答と数物の男性的イメージの程度との関係につい

て調べた． 

インターネット調査会社を通じて，日本に住む 20

歳から 69 歳の男女 1177 名（男性 594 名，女性 583

名）から回答を得た．また，日本の比較対象としてイ

ングランドでも同様の調査を行った．イングランド

に住む 20歳から 69歳の男女 1082名（男性 529名，

女性 553 名）から回答を得た．日本の調査は日本語

で，イングランドの調査は英語で実施した． 

順序ロジスティック回帰分析を用いて分析を行っ

た．その結果，日本では数学と物理学の両方で要因 1

の「就職」と「数学ステレオタイプ）」「頭が良いイメ

ージ」に有意水準 5%で統計的に有意な影響があった

（表 1）．それぞれ数物を学んだあとに就職する職業

が男性向きと思う人ほど，女性は男性に比べて数学

的能力が低いと思うひとほど，数物に進学する人は

一般的に頭がよいと思う人ほど，数物をより男性的

なものとみなす傾向があった．また，要因 4 の「知

的な女性観」については数学のみ，統計的に有意な影

響があった．「女性は知的であるほうがよい」という

意見に反対する人ほど数学をより男性的なものとみ

なす傾向があった． 

同様に，英国では数学と物理学の両方で要因 1 の

「就職」と「数学ステレオタイプ」に統計的に有意な

影響があった．「女性のロールモデル」については，
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物理学でのみ統計的に有意な影響があった（表 2）．

物理学分野出身で活躍している女性を具体的に想像

できない人ほど物理学を男性的なものとみなす傾向

があった．また，要因 4 の「異性モテイメージ」は

数物ともに統計的に有意な影響があった．特定の学

部・学科に進学すると，異性にもてないといった趣旨

のことを言われた，もしくは聞いたという経験があ

る人ほど，数物を男性的なものとみなす傾向があっ

た． 

これらの結果は，数物に対する男性的なイメージ

の形成に影響を与える要因について日本と英国で共

通する要因があること，さらには社会風土としての

要因 4 が重要な影響を与えることを示唆するもので

ある（Ikkatai et al., in review）． 

 

5. 考察（成果の妥当性と有用性） 

数物の男性イメージに，就職イメージのみならず

数学ステレオタイプが強く利いていることがわかっ

たのは大きな成果だった．また，根深い性役割分担

意識や，優秀な女性を嫌う雰囲気が，数物の男性イ

メージに影響することを数量的な解析で確かにし，

課題として取り上げたことは，問題の根深さを示す

結果だった． 

 

6. 政策的含意と提言（「誰に，何を」） 

大きく 2つのグループに提言をしたい．ひとつは

政策担当者，親，生徒本人を含めた社会全体へであ

り，数学ステレオタイプの解消と同時に，平等意識

を訴えることが生徒の進学意欲を高める結果は有用

である．もうひとつは，教育現場であり特に中学時

代に女子生徒が物理を嫌いと思うことなく継続して

学ぶことができるような後押しをお願いしたい． 

 

7. おわりに（残された課題と今後の展望） 

 男女平等の議論で出てくる，平等社会の話題と，理

系進学の問題を，架け橋としてつないだことに，大き

な意味があったと思う．数学ステレオタイプの解消

は平等意識の改善と比較すると先に改善できるので

はないかと期待をしている．平等意識の改善は時間

がかかり容易ではない．しかし，日本の長い歴史の中

で諸先輩方が努力を重ねてきた．そうした活動に敬

意を払いつつ，次の時代によりよくバトンタッチす

るために，今後成果の広報活動にも力を入れていき

たい． 
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図 1 7 つの能力に対するジェンダーイメージ．「論理的思考力」
と「計算能力」に対しては男性的イメージが「社会のニーズをとら
える能力」に対しては女性的イメージが強い． 

 

図 2 物理学に必要とされる能力．日本とイギリスともに物理学

に進学する人に対して「計算能力」や「論理的思考力」が優秀と
いうイメージが強い． 

表 1 分野のキーワード 

No. 物理学 化学 機械工学 情報科学 数学 生物学

1 ガリレオ ガスバーナー 油まみれ ゲーム 論理 ダーウィンの進化論

2 アインシュタイン 化学式 溶接 プログラミング ピタゴラス 解剖

3 ニュートン 元素記号 機械をつくる SE 方程式 顕微鏡

4 力学 元素 工具 ビッグデータ 証明 マウス

5 電磁場 分子 エンジニア 情報通信 法則 生態

6 相対性理論 ベンゼン環 機械設計 情報処理 定理 食物連鎖

7 熱力学 化学反応 航空機 コンピューター 図形 IPS細胞

8 原理 新素材 ロケット 人工知能(AI) 円周率 クローン

9 数学 モル 自動車 ICT 公式 ミジンコ

10 方程式 試験管 歯車 ディープラーニング 素数 細胞

11 理論 ビーカー ロボット データ 美しさ DNA

12 公式 リトマス試験紙 開発 パソコン 遺伝

13 法則 薬品 ものづくり インターネット 生命

14 現象 実用

15 宇宙

表 2 使用したシナリオの一例（シナリオ F） 

注）回答グループは，７つのシナリオを読んで，質問に答える．
グループによる違いは，生徒の名前部分のみである． 

図 3 各分野のジェンダー度．ジェンダー度は「とても女性的（= 1）」・「やや女性的（= 2）」・「どちらともいえない（= 3）、
「やや男性的（= 4）」・「とても男性的（= 5）」に対応する。エラーバーは 1 ± SEM を示す． 
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図 4 性別適正のジェンダーイメージ．女性に向いているという回答
が最も多かった分野は看護学（a），男性に向いているという回答が最

も多かった分野は機械工学（b）だった． 
 

図5 看護学における平等主義的態度のレベルと性別適正のジェンダ
ーイメージの関係．平等主義的態度が低い人ほど，看護学は女性に向
くと回答する傾向があった． 

 

図 6 物理を「好きだった」と回答した割合．理系大卒女性では中学
生の頃に物理が好きだったと回答する割合が大きく減る． 

 

図 7 一般的に女子生徒が理系・文系の専門分野に進学することを志望し
た場合に，保護者が賛成する割合．保護者から女子生徒の理系進学先とし
て最も賛成を得た分野は薬学だった． 
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図 8 数学と物理に男性的イメージがあることを説明する新たなモデル（数物の男性イメージ要因モ

デル）． 

 


